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所在地：堺市浜寺石津町中 4-12-7
最寄駅：阪堺線石津駅より北西徒歩 5 分
見学：境内は自由
TEL：072-241-5640

　石津太神社は、石津川の河口付近紀州
街道に面して鎮座している。境内の御由緒
書によると「孝昭天皇 5 年（日本書紀によ
ると紀元前 475 年頃）に創建せられ…延
喜式内社にして、我が国最古の戎社と称せ
られる」とされているが、同区内の石津神
社（いしづじんじゃ）も八重事代主神（戎神）
降臨の地として、「日本最古の戎宮」を称
している。「延喜式」では「石津太神社一式」
とあり、いずれかの神社が「本殿」、もう
一方が「旅所」と考えられているが、両神
社が論社として定まっていない。
　社伝では、当神社の祭神のひとりであ
る蛭児神（ひるこのかみ・戎神）が舟で
漂着し五色の神石を埋めた場所（石津の
地名の由来）とされているが、毎年 12 月
14 日に行なわれる火祭（焼いた薪の上を
歩く火渡神事で泉州の奇祭）は凍死寸前

で漂着した蛭児命を浜の漁師が百八のわ
ら束を積み、火を付けて命の身体を暖め
て助けた故事より八束、百束がなまり、現
在の「ヤッサイ・ホッサイ祭」と呼ばれる
ようになった。
　平安時代以降、朝廷の御幸を幾度も受
け、境内は八町四方を有したとされ、社殿
は壮観さを呈していたとされている。豊臣
秀吉が大阪城築城に際しては、裏鬼鎮守神
として崇敬され、木村重成は社殿復興のた
めに黄金金若干を寄進したと伝えられてい
る。現在の神社は、本殿、拝殿、鳥居か
らなり、江戸時代の神社境内の構成が今も
残っており、本殿は北本殿（流造）と南本
殿（春日造）に 2 つに分かれ、屋根の形
が違えているが、破風などの装飾により正
面から見た姿を同じとしたことは、意匠的
に面白く興味深く感じられる。  （桑原宏明）

所在地：岸和田市岸城町 9-1
最寄駅：南海本線「蛸地蔵駅」下車、 北西へ徒歩約10分
入場料：大人 300 円、中学生以下無料
開館時間：午前 10 時から午後 5 時（入場は 4 時まで）
休館日：毎週月曜日（4 月 1 日～ 15 日を除く）
TEL：072-431-3251

　伝承では、建武新政期（1334～36）に
楠木正成の一族、和田高家が現在の野田
町あたりに城館を築いたのが岸和田城の
はじまりと言われ、当時この地は「岸」と
呼ばれており、紀伊の和田氏と区別するた
め岸の和田氏と言われ、これが岸和田の
地名になったと伝えられている。
　現在の城郭は天正13（1585）年、羽柴
秀吉は紀州根来寺討滅後、伯父の小出秀
政を城主とし、秀政によって整備され、天
守閣もこの時に築かれた。小出秀政・吉
政・吉英、松平（松井）康重・康映を経て寛
永17（1640）年岡部宣勝が入城（6万石、
のち5万3千石）、以後明治維新まで岡部
氏13代が岸和田藩を統治した。天守閣は
文政10（1827）年に落雷で焼失、維新期
には櫓・門など城郭施設を自ら破壊したた
め、近世以前の構造物は堀と石垣以外に

は残存していない。城跡は昭和18年大阪
府指定史跡になっており、現天守閣は昭
和29年に図書館として建造された3層3階
の模擬天守で、本来は5層天守であったこ
とが絵図などで確認されている。昭和44
年に城門や櫓が復興さて、現在、天守閣で
は郷土資料の展示の他、結婚式なども挙
げられるよう多目的に活用されている。
　岸和田城は別名「ちきり城」と呼ばれて
いる。これは、本丸と二の丸を連ねた形が
機織の糸巻き（ちきり）の形に似ているこ
とからとされている。
　毎年、4月1日から15日まではお城祭り
が開催されており出店や物産展等で賑
わっている。花見の名勝でもあり、近辺に
はだんじり会館等もあるので、一度、天気
の良い日に散策されてはいかがであろう。

（平塚隆史）

北本殿（流造）

3階内観（展望フロア） 八陳の庭（重森三玲作）

拝殿（右手が北拝殿、左手は南拝殿）

南本殿（春日造）

北西側よりの全景

いずみ野

堺

みしま野
島本町・高槻市・茨木市・摂津市

北河内
枚方市・交野市・寝屋川市・守口市・四條畷市
門真市・大東市

堺
堺市・高石市

いずみ野
和泉市・泉大津市・忠岡町・岸和田市・貝塚市
熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

いわつたじんじゃ
石津太神社

きしわだじょう　　　　　　いぶせやまちきりじょう　
岸和田城（別称：猪伏山榺城）




